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イ
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ッ
ト
・
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー

ある朝
あさ

， 
学
がっ

校
こう

へ行
い

く前
まえ

—
マット， 

先
さき

に行
い

ってて。 
またあとでね。

昨
き の う

日，わたしがこれを 
身
み

に着
つ

けているせいで， 
みんなに 

からかわれたの。

信
しん

仰
こう

箇
か

条
じょう

第
だい

11 条
じょう

「わたしたちは， 

自
じ

分
ぶん

の良
りょう

心
しん

の命
めい

じるとおりに 

全
ぜん

能
のう

の神
かみ

を礼
れい

拝
はい

する 

特
とっ

権
けん

があると主
しゅ

張
ちょう

し， 

またすべての人
ひと

に 

同
おな

じ特
とっ

権
けん

をみとめる。 

かれらがどのように，どこで， 

何
なに

を礼
れい

拝
はい

しようと， 

わたしたちはそれをさまたげない。」

こんにちは。 
わたし 

マンディ。

あなた転
てん

校
こう

してきた
ばかりでしょう。 

大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

？

これの名
な

前
まえ

を 
知
し

っているの？

えーと， 
ちょっと 

こまっていて。

きれいな 
ヒジャブね。

ええ。 

あなたの信
しん

仰
こう

を 
表

あらわ

すために 
着
き

ているのよね。 
わたしはそれを 

尊
そん

重
ちょう

するわ。

さあ， 
中
なか

に 
入
はい

りましょう。

わたしの友
とも

だちを 
しょうかいするね。 

きっと仲
なか

良
よ

くなれるわ！

マット 

マンディ
と 




